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ナマ ステ ! (聴衆 が 拍手 喝 素 し 、 ク ツ ミ は 笑っ て いる ) 私 で す 、 

クツ ミ ・ ラ ル ・ シ ン で す 一 あな た は 誰 で すか ? (聴衆 、 笑 、 
「 ま た 神 で す 」 と 答え る ) 実に その 通り で す ! シャ ー ン ブラ 
の も と へ 戻れ て 、 本 当 に うれ し く 思 いま す 。 今朝 、 私 は 少々 、 保 
守 的 に な っ て いま す 。 ( 笑 ) と て も 長い 間 、 不 在 だ っ た の で 、 
シャ ー ン ブラ の 楽し い エ ネル ギー を な つか し く 思 っ て いま し た 。 
今朝 は 少々 、 ナー バス に な っ て いま す 。 カウ ル ダ ー は 、 と て も ナ 
ー バ ス で 、 私 が 現れ な いと 思っ て いま し た 。 ( 笑 ) クツ ミ の エ 
ネル ギー が どん な も の か 、 少 し 、 忘 れ て いる よう で す 。 

私 は 、 今日 、 こ れ か ら あ な た 方 を 少し 、 聞き た いと 思い ます 。 前 
回 、 あ な た 方 を 匂っ た 時 は 、 あ まり 、 い い 匂 いで は あり ませ ん で 
し た 。 (クツ ミ が 顔 を し か め て いる 。 聴衆 、 爆笑 ) で すか ら 今 
回 は 、 私 は 、 耳 を 使っ て 、 あ な た 方 を 呼吸 し ます 。 私 は 、 あ な た 
を 聞い て いま す 。 今朝 、 あ な た は 声 を 使い まし た 。 自分 自身 を 表 
現さ せ て あげ まし た の で 、 私 は 今 、 た だ 、 聞い て いま す 。 こ うす 
る の は 、 私 た ち す べ て の 者 に と っ て 、 本 当 に 大 切な こと で す 。 カ 
ウル ダー は 、 私 が 手 を 使っ て 、 お か し な 小ぶり の ジェ スチ ャ ー を 
する の を 心配 し て いま す ( 笑 ) 、 で も 、 そ れ は ご 存 知 で し ょ う が 、 

私 で あっ て 、 彼 が し て いる わけ で は あり ませ ん ! (さら に 笑 ) 彼 
は 本 当 に これ が イヤ な の で す ! 本 当 に 嫌がっ て いま す ! あ 

あ 、 カウ ル ダ ー、 君 は 本 当 に 男らしい 男 だ ね ! (爆笑 ) 聴衆 で 
それ を 疑う 人 は いな いで し ょ う 。 聞い て いる 何人 か の 人 や 、 オン 
ライ ン で 聞い て いる 人 は 、 何 の こ と か と 思う で し ょ う が 、 聴衆 は 
分 か っ て いま す 。 


私 は 、 世界 中 で チャ ン ネ ル を 合わ せ て いる あな た 方 全員 を 聞き ま 
す 。 ト バイ アス と セン ト ・ ジ ャ ー メ イン を 聞き ます 一 私 を 長 
いこ と 、 の け 者 に し て きた こと を の の し っ て か ら 。 私 は その すべ 
て を 、 了 取り こみ ます 。( ク ツ ミ は 、 深呼吸 を する ) いい で すか 、 
た だ 、 上 鼻 や 口 か ら だ け 、 呼吸 し な く て も よい の で す 。 耳 か ら 吸い 
こみ 、 聞 いて 、 感じ る こと も で きま す 。 それ か ら 、 声 を 通し て 吐 
き 出し 、 あな た 自身 を 表現 し ます 一 その よう な 形 で 、 あ な た 
自身 を 表現 する べき で す 。 あ な た は 、 た め ら いま す 。 な か に は 、 
喉 が 痛く な る 人 も いま す 。 時 々 、 ま と も に 喋れ な く な る 人 も いま 
す 。 な ぜ な ら 、 あ な た は 表現 する の を た め ら うか ら で す 。 前 回 の 
私 た ちの セッ ショ ン で は 、 た だ 、 それ を 流し て 出し て あげ る こと 
を 、 あ な た は 学び まし た 。 た だ 、 そ れ を 出し て あげ る と 、 自分 が 
何 を 言う か に 、 驚 く で し ょ う 。 と て も びっ くり する で し ょ う ! 


な な 


( 笑 ) 


お そら く 、 あ な た は 、 私 、 ク ツ ミ が これ だ け 長 い 間 、 ど こ に いた 
の か と 不思議 に 思っ て いた で し ょ う 。 私 は 本 を 書い て いま し た 。 
私 は 4 冊 、 本 を 書き まし た 。 あな た 方 の 多く の 方 の よう に 、 これ 
ら の 本 を 出す つも り で す 。 少し 、 違う 形 で 一 私 独自 の 天界 の 
ウェ ッ ブ サイ ト で 。 ( 笑 ) そこ に 行っ て ダウ ン ロ ー ド する こと 
が で きま す 。 無料 で 、 い つ で も 好き な 時 に 。 

wow. kuthumisings. NOT! で す (爆笑 、 ク ツ ミ も 笑っ て いる ) カ 
ウル ダー は 、 今日 は 私 の バカ バカ し い 話 に 笑わ な いと 決め て いた 
の で す が 、 彼 も 、 笑 わ ず に は いら れ な いよ う で す 。 ( 笑 ) 


あな た 方 が 笑う の を 聞く の は 、 何 て 素敵 な こと で し ょ う ! あな 
た は 、 あま り に も 多く の 問題 を 抱え すぎ る 傾向 が あり ます 。 これ 
だ け 、 爆 和 括 す る の を 聞い て いる と 一 本 当 に 美しい こと で す 。 
これ が 、 シ ャ ー ン ブラ 大 学 で す 。 他 の も の は すべ て 、 後 か ら つ い 
て きま す 。 で も 、 この 笑い は 一 それ が あな た 方 の 大 学 を 築い 
て いく も の で す 。 あな た の 存在 を 、 あ ら ゆ る と ころ に 築い て いき 
ます ・・・ た だ 単に 、 惑星 地球 だ け で は な く 。 あ な た が し て い 
る こと は 、 あ ら ゆ る 場所 に イン パク ト を 与え ます 。 


さて 、 私 は 本 を 4 冊 、 書き まし た 。 最初 の 本 の タイ トル は 、「 バ 
カ な 、 バ カ な 人 間 た ち 一 ダミ ー の た め の ガ イド ブッ ク 誰が 
『 ミ ー で いた い の か ! 」 (爆笑 、 ク ツ ミ と カウ ル ダ ー は 笑っ て い 
る ) さて 、 チャネラー に 見 失っ て も ら う わけ に は いき ませ ん か 


ら ・・・ (さら に 笑 ) 


こち ら 側 の 私 た ちか ら す れ ば 、 こ れ だ け 多 く の 人 間 が 、 文 字 通り 、 
愚か 者 で 、 大 ば か 者 で いた が る こと は 、 驚き で す ! 見 下す つも 
り は あり ませ ん が 、 で も 彼ら は な お 、 同じ 問題 を 、 同じ 危機 を 何 
度 も 、 何 度 も 、 繰り 返す の を 選ん で いま す 。 彼ら は 、 ひ どい 結婚 
生活 を 渡り 歩き ます 。 失業 し て は 、 ま た 失業 し ます 。 健康 問題 か 
ら 、 健 康 問題 へ 一 彼ら は それ を 選ん で いる の で す 。 で すか ら 、 
私 た ち は 彼ら を この 本 で 手助け し た い の で す 。 「 バ カ な 、 バカ な 
人 間 た ち 」 も っ と うま く や る 方 法 を 、 本 当 に 問題 を 抱え て いる 
時 に 、 苦し まな い 方 法 。 仮に あな た が それ を 選ん で いる な ら 、 こ 
の 問題 その も の を 楽し む 方 法 。 


私 が 書い た 2 番目 の 本 は 、 ま も な く 出 版 さ れる 予定 で す 。 そ れ は 、 
こう 呼ば れ ま す 。 「 上 手 な ブロ ー イ ング ・ ジ ョ ッ プ ( 注 : 息 を 
吹い て 出す 、 と いう 意味 だ が 、 フ ェ ラ チオ と いう 意味 も ある ) ・・・ 
(爆笑 、 ク ツ ミ 、 笑 ) 一 呼吸 で 陶酔 する 方 法 ! (大 爆笑 ) 
アー ンド ラ が 素晴らし い 呼 吸 法 を や っ て いる か ら と いっ て 、 彼 女 
を ステ ー ジ に 上 げ る つも り は あり ませ ん 。 私 の 呼吸 は 少し 、 違い 
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ます ! 


で も 、 そう で すね 、 シ ャ ー ン ブラ の 皆さん 、 人 生 で 物事 が 難し く 
な っ た り 、 試練 を 伴う 時 は 、 ご 存 知 の よう に 、 た だ 、 深呼吸 を す 
る の で す 。 た だ 、 吐 き 出す の で す 。 あな た は 時 に 、 あ まり に も 難 
し くし て し まう こと が あり ます 。 あま り に も 紛らわしく し て し ま 
いま す 。 で も 、 こ の よう な 呼吸 が で きま す ・・・ た っ た 今 、 一 
緒 に や り ま し ょ う ・・・ (クツ ミ は 、 深呼吸 を し て 、 吐 き 出し 
て いる ) これ は 、 エ ネル ギー を 動か し ます 。 


も う 一 度 、 や り ま し ょ う 。 で も 、 今度 は 、 本 当 に 、 吸い こみ ます 。 
少し の 間 、 と ど め て お いて 、 そ れ か ら 、 吐 き 出し ます ! (クツ ミ 
が 、 も う 一 度 、 深 く 息 を 吸い 、 吐 き 出 す ) もう一度 、 十 分 、 深 
く 息 を 吸い ・・・ (再び 、 ク ツ ミ が 深く 息 を 吸う ・・・) 十 
分 な ブロ ー イ ング ・ ジ ョ ッ ブ を し ます ! (クツ ミ は 、 吐 き 出す ) 
笑い な が ら 同 時 に 吐き 出す の は 難し いで すね ! ( 笑 ) 両方 、 で 
きる 愚か 者 を 私 は 何人 か 知っ て いま す が ! (爆笑 、 ク ツ ミ 、 笑 ) 
実に 、 こ れ は スピ リ チ ュ アル な ギャ ザ リ ン グ で す 。 ( 笑 ) ユー 
モア を 通し て 現れ ます 。 ユ ー モ ア を 通し て 現れ ます 。 


次 に 私 が 書い た 本 は 、 じ き に 出版 の 準備 が 整う 予定 で す が 、「 醒 
い 世 の 中 で 、 あ る 程度 、 良 い ル ックス で いら れる 方 法 」 ( 笑 、 拍 
手 ) 皆さん は 、 私 の 本 は ジョ ー ク だ と 思っ て いま す が 、 そ れ ら 
は 、 チ ャ ネリ ング の 形 で 出版 され る 予定 で す 。 本 当 に 、 私 た ち は 、 
この 「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル ・ パ ブリ ッ シ ン グ 」 が 、 大 き な 誇 り 
を 持っ て 、 こ れ ら の 本 を 出版 する よう に お 願い する つも り で す 。 
( 笑 ) 


私 は あな た 方 皆さん を 見 ます が 、 私 と 同じ よう に 、 あな た 方 は あ 
る 程度 、 ル ックス が 良い で す 。 けれ ども 、 時 々 、 あ な た は その 代 
わり に 、 あな た の 内 側 に 進行 し て いる 、 そもそも 本 当 は あな た の 
も の で は な いも の を 、 映し 出し ます 。 時 に あな た は 、 あ な た の 周 
囲 の 世界 に 起こ っ て いる こと を 映し 出し ます 。 そし て 、 自分 の 周 
り で 起き て いる こと が 、 必要 以上 に 本 いも の だ と 見 な し た り 、 判 
断 す る こと が あり ます 。 それ を うま く 、 受け 入れ る こと が で きま 
せん 。 私 の 本 で は 、 本 い 世の中 で 、 あ る 程度 、 良 い ル ックス で い 
られ る 方 法 に つい て の 本 で 、 私 た ち は 、 本 当 の 思い や り に つい て 
話し て いま す 。 こ れ は 、 私 は クア ァ ン ・ イ ェ ン と 共同 執筆 し まし た 。 
あな た の 周り の あら ゆる も の に 対し て の 思い や り 、 見 過ごさ れ て 
いる 、 そ こ に ある 美 を 見 る こと 。 


最悪 の 状況 の な か に も 、 美 は あり ます 。 この 辺り の 木々 が 、 あ な 
た 方 の 多く の 方 が 気づい て いる よう に 、 色 が 褐色 に 変わ っ て いま 
す 。 木 は 死に つつ あり ます が 、 あ な た 方 の な か に は 、 木 に 対し て 


悲し い 気持 ち を 持っ た 人 も いま す 。 けれ ども 、 こ の プロ セス に は 、 
美 が あり ます 。 と いう の は 、 死 が ある と ころ に は 、 また 、 再生 が 
ある か ら で す 。 古 い エ ネル ギー の 浄化 が ある と ころ に は 、 や が て 、 
再生 が ある か ら で す 。 あ ら ゆ る も の に 、 美 が あり ます 。 


あな た は 、 自分 自身 の 美 を 見 る の を 、 周囲 に ある 美 を 見 る の を 忘 
れ て し まう こと が あり ます 。 する と 、 どう な る で し ょ うか ? そ 
う で す 、 あ な た の 身体 は 、 文字 通り 、 あ ら ゆ る も の を 具現 化し ま 
す 。 あ な た の 身体 は 、 鏡 の よう な も の で す 。 特に 顔 と 、 目 は 。 そ 
こ で 、 あ まり ルッ クス が 良く な いよ うに 感じ る わけ で す 。 あま り 
ルッ クス が 良い よう な 行動 を と り ま せん 。 醍 い 教 師 に な る の は 、 
と て も 困難 で す 。 ( 笑 ) あな た の 内 側 と 周囲 の あら ゆる も の の 
美 を 映し 出さ な く て は いけ ませ ん 。 


この よう な 本 を 書く の は 、 貴 重 な 体験 で し た 。 と いう の は 、 私 は 、 
あな た 方 1 人 ひと り の エネ ルギー に 入り 込ん だ か ら で す 。 それ で 、 
この 本 が ・・・ それ か ら 、 実に 、 こ れ ら の 本 は リア ル な も の だ 
と 断言 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 私 の 「 あ な た は 、 ど っ ち み 
ち 、 牛 の 糞 な の か 」 の ワー クシ ョ ッ プ と は 違っ て 。 誰 も 企画 し ま 
せん で し た か ら 。 ( 笑 ) 誰 も 、 冬 に クリ ー ブ ラ ンド に は 行き た 
く な か っ た わけ で す 。 今 、 あ な た 方 は 、 タ ホー 湖 へ 出かけ て 行 
ます 。 


これ ら の 本 は 、 リ アル で す 。 シャ ー ン ブラ の 物語 に 満ち て いま す 。 
私 は 、 し ば らく 、 不在 で し た が ・・・ か な り の 間 、 話 を し て き 
ませ ん で し た が 、 で も 、 あ な た 方 の そば に いま し た 。 あ な た の 話 
を 聞き 、 あな た の 物語 を 聞き 、 あ な た の 智 癌 を 集め 、 出版 され る 
こと に な る 本 に まとめ て いま し た 。 ええ 、 それ ら は すでに 書か れ 
まし た 。 あと は た だ 、 ダ ウン ロー ド す る だ け で す 。 コ ンピュータ 
に 指 を 置い て 、 それ が 流れ こん で くる よう に させ る の で す 。 本 当 
に 、 私 は 、 カウ ル ダ ー に 、 ま た 、 あ な た 方 の な か で 興味 が ある 人 
た ち に 、 そ の や り 方 を 提供 する つも り で す 。 


それ か ら 、 私 の 4 番目 の 本 で す が ・・・ 私 の 4 番目 の 本 で す 。 
それ は 、 シ ンプ ル な 本 で す 。 あま り 長 いも の で は あり ませ ん 。 読 
みや すい も の で 、 今日 は 、 それ に つい て 話し た いと 思い ます 。 タ 
イト ル は シン プル で す 。「 あ な た は 、 問 題 を 抱え て いな い 。 た だ 、 
退屈 な だ け だ 。」 (少々 、 笑 、 拍手 ) タイ トル は 、 実に 解説 的 
で す が 、 敢 えて 、 そ れ に つい て 、 言 葉 を つけ 加え ます 。 


何 が 起こ る か 、 お 分 か り で すね 。 人間 は 、 こ れ だ け の 、 問 題 と い 
う 症 候 群 に 、 は まり こむ 傾向 が あり ます 。 それ は 、 中 毒性 の ある 
エネ ルギー で す 。 中 毒性 の ある エネ ルギー で す 。 彼 ら は 、 実際 、 
問題 を 抱え る の が 好き な の で す 。 人 間 で いっ ぱい の 部 屋 を 、 瞬時 
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に 静か に させ る に は 、 どう し た らい いか 、 分 か り ま すか ? 問題 
に つい て 話し た らい け な い 、 と 言え ば いい の で す ! ( 笑 ) それ 
が 、 人 間 た ち が す る こと で す 一 彼ら は 、 自分 た ちの 問題 に つ 
いて 、 話 し ます 。 彼ら は 、 問 題 か ら 問 題 へ 渡り 歩き ます 。 そし て 、 
問題 が 、 自然 に 消え て いこ うと する と 、 新た な 問題 を 創り 出し ま 
す 一 な ぜ な ら 、 彼 ら は 、 退 屈 だ か ら で す ! ( 笑 ) 


マイ ンド は 、 忙し くし て お く た め に 、 問題 に 取り 組む よう に 、 プ 
ログ ラム され て きま し た 。 そ れ は 、「 創 造 的 で ある 」 こ と の 、 人 
工 的 な ヴァ ー ジ ョ ン で す 。 マイ ンド は 問題 を 取り 上 げ 、 細か く 切 
り 刻 み 始め 、 と て も 分 析 的 な 観点 か ら そ れ を 見 ます 。 あ ら ゆ る 
様々 な 面 か ら 眺 め 、 様々 な 可能 性 を すべ て 、 分 析 し ます 。 起こ り 
得る すべ て の 結果 を 、 分 析 し ます 。 け れ ど も 、 マ イン ド は また 、 
結果 が 出る 途中 で 、 解 決 策 に 達する まで に 生じ る 新た な 問題 を そ 
こ に 挿入 し 、 続け て いく の で す 。 で すか ら 、 問 題 は 、 何 度 も 繰り 
返し 、 続き ます 。 自ら 、 存 続 し て いき ます 。 それは 、 中 毒性 の あ 
る エネ ルギー で す 。 


シャ ー ン ブラ の 皆さん 、 あ な た は どん な 問題 を 抱え て いま すか ? 
何 も あ り ま せん 。 あな た は た だ 、 自分 が 問題 を 抱え て いる と 思っ 
て いる だ け で す 。 な ぜ な ら 、 あな た の マイ ンド は 、 忙し くし て い 
な いと いけ な いか ら で す 。 マイ ンド を 、 忙し くし て お か な けれ ば 
な り ま せん 。 つ まり 、 マ イン ド に と っ て 、 問 題 は 、 面白 い ゲ ー ム 
な の で す 。 あな た の マイ ンド は 、 物事 に 取り 組む よう に 、 評価 す 
る よう に 作ら れ て いま す 。 マイ ンド は 、 常に 忙し くす る よう に 作 
られ て いま す 。 で すか ら 、 そ れ は 、 問 題 を むさ ぼり 食う の で す 。 
それ は 、 犬 が 骨 を し ゃ ぶる よう に 、 問題 を 何 度 も 、 繰り 返し 、 か 
み し め 、 決 し て 手放し た いと は 思い ませ ん 。 


けれ ども 、 本 当 の 状況 は 、 本 当 の 問題 は 一 真 の 問題 は 一 

あな た に は 解決 策 が な い 、 と いう こと で す 。 あな た は 問題 を 抱え 
て いま す が 、 解決 策 は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 解決 策 は 、 面白 く 
な いか ら で す 。 そ れ は 、 終点 な の で す 。 つま り 、 マイ ンド は か み 
し め る の を や め な けれ ば な ら な い の で す 。 一 生 懸 命取り 組む の を 
や め な けれ ば な ら な いこ と を 意味 し ます 。 マイ ンド を 養う 、 どん 
な ゲー ム も 持た な く な る わけ で す 。 で すか ら 、 マ イン ド は 自然 と 、 
自分 の た め に 問題 を 持続 させ て いき ます 。 退屈 し た く な い の で す 。 
無 へ と 葬 ら れ た く は あり ませ ん 。 で すか ら 、 そ れ は 、 次 か ら 次 へ 、 

問題 を 続け て いき ます 。 それ は 、 悪循環 で す 。 それ は 、 疲れ る サ 
イク ル で す 。 それ は 、 私 た ち が 終え る こと の で きる サイ クル で す 
ー あな た が 終え る こと の で きる 。 


問題 は まま た 、 この 、「 デ イ ・ ウ ー ン ・ ナ スト 」 ある い は 「 ナ スト 」 
と 呼ば れる も の が 作用 する の を 妨げ ます 。 な ぜ な ら 、 マイ ンド が 


絶え 間 な く 、 問題 に 忙殺 され て いれ ば 、 スツール の この 4 番目 の 
足 は 、 ナ スト は 、 た だ 、 身 を 引く か ら で す 。 そ れ は 、 あ な た が 問 
題 を 選ん で いて 、 マ イン ド を 通し て 、 が さ つ な 、 原始 的 な や り 方 
で 処理 する の を 選ん で いる と いう 事実 に 敬意 を 払い 、 尊重 する か 
ら で す 。 人 間 の 様々 な 問題 は 、 文 字 通り 、 ナ スト を 遠ざけ ます 。 


で すか ら 、 そ れ は すべ て 、 こ の よう な 問題 を 手放す こと な の で す 。 
あな た が 問題 を 抱え て いる と いう こと すら 、 そ ん な 信念 も 手放す 
の で す 。 さ て 、 あ な た 方 の な か に は 、 問題 を 抱え て いる と 言い 張 
る 人 が いま す 。 あな た は 私 が 、 あな た の 隣 の 人 に 話し か け て いる 
の だ 、 と 思っ て いま す 。 で も 、 私 は 、 本 当 に 、 あ な た に 話し か け 
て いる の で す 。 あ な た は 言い ます 。「 で も 、 で も 、 ク ツ ミ 、 あ な 
た に は 分 か っ て いま せん 。」 ええ 、 私 は 分 か っ て いま す 。 私 は 
この 1 年 の 間 、 あな た を 観察 し て きま し た 。 あな た の 話 を 聞い て 
きま し た し 、 時 々 、 匂 い を 嘆い で きま し た ( 笑 ) 。 あな た は 、 そ 
の よう な 問題 を 選ん で いる の で す 。 


あな た は 、 人間 関係 の 問題 を 選ん で いま す 。 あな た は 、 解決 策 を 
選ん で いま すか ? それ と も 、 解 決 を 怖 れ て いる の で し ょ うか ? 


それ か ら 、 あな た の 健康 で す 一 あな た は 解決 策 を 選ん で いま 
すか 、 それ と も 、 誰か 他 の 人 に 代わ り に 選ん で も ら っ て いる の で 
し ょ うか ? あな た は 選ん で いま すか 、 健 康 に 対す る 解決 策 を 、 
本 当 に 選ん で いま すか 、 そ れ と も 、 そ の 問題 が 、 あ な た を 絶え ず 、 
忙殺 し 、 忙 し くさ せ 続け る よう に し て いる の で し ょ うか ? さて 、 
ここ で 私 が 言っ て いる こと に 、 あな た は 少し 、 気分 を 害し て いる 
か も し れ ま せん 。 私 は 、 愛情 ある 、 と て も 正直 な や り 方 で や っ て 
いま す 。 あ な た が いか に 、 問 題 を 連鎖 する か を 、 見 て 下さ い 。 


あな た 方 の な か に は 、 金銭 的 な 問題 を 抱え て いる 人 が いま す 。 何 
度 も 繰り 返し 。 な ぜ な ら 、 あな た は 解決 策 が 本 当 に 入っ て 来る よ 
うに させ て いな いか ら で す 。 で すか ら 、 あな た は サイ クル を 繰り 
返し ます 一 お 金 が な い 、 お 金 が な い 、 お 金 が な い 。 あな た は 
常に 、 ほん の 少し だ け 、 持っ て いる 、 と いう こと に 気づい た こと 
は あり ます か ? その ほん の 少し は 、 どこ か ら や っ て 来る の で し 
ょ うか ? ええ 、 あな た は 問題 を 養い 続け る た め に 、 困ら な い だ 
け の お 金 が 入っ て 来る よう に し て いま す 。 驚く べき こと で す 。 ぎ 
り ぎ り の と ころ で 、 困 ら な い だ け の 、 か ろう じ て 困 ら な いく らい 。 
な ぜ か と 言う と 、 問題 を 続け て いけ る か ら で す 。 お 金 が まっ た く 
入ら な く て 、 死 ん で し まえ ば 、 問 題 を 持つ こと も な く な る の で 

す ! ( 笑 ) で すか ら 、 あ な た は 、 そ こそ こ 、 持 ち 続け ます 。 


あな た 方 の な か に は 、 仕事 で 問題 を 抱え る 人 も いま す 。 あな た 方 
の な か に は 、 仕事 が ハー ド 過 ぎる か 、 他 の 人 た ちと うま くい っ て 
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いな いか の どちら か 、 と いう 人 が いま す 。 で も 、 解決 策 は どこ に 
ある の で し ょ う ? あな た は な ぜ 、 ま だ そこ に いる の で すか ? 
あな た は こう 、 思 いま す 。「 ね え 、 ク ツ ミ 、 あ な た に は 分 か っ て 
いな い の で す 。 か ろう じ て 困 ら な い だ け の お 金 を 稼ぐ た め に 、 そ 
の 仕事 を し て いか な いと いけ な いん で す 。 そう すれ ば 、 問題 を 続 
け て いく こと が で きま すか ら 。 」 そし て あな た は その 職 に と ど 
まり ます 。 お 金 の た め に 職 に 就 い て いな いと いけ な いと 、 あ な た 
は 思っ て いる か ら で す 。 それ は 、 お 金 の こと で は あり ませ ん 。 そ 
れ は 、 問 題 の こと で す 。 あ な た は 問題 が 好き な の で す 。 


で は 、 解 決 策 は どこ か ら や っ て 来る の で し ょ うか ? それ は マイ 
ンド か ら は や っ て 来 ま せん 。 あな た の マイ ンド は 、 解決 に は ひど 
い 場 所 で す 。 マイ ンド は 分 析 し た り 、 判断 し た り 、 数 量 や 容量 と 
いっ た 価値 を 定め る の に は 長け て いま す 。 けれ ども 、 本 当 の 解決 
策 は 、 マ イン ド か ら は や っ て 来 ま せん 。 それ は 、 ナス ト か ら や っ 
て 来 ま す 。 ナス ト 一 デイ ・ ウ ー ン ・ ナ スト 一 が 、 人 解決 策 
で す 。 ナス ト の な か に 、 答 が あり ます 。 力ずく で 取り こむ こと は 
で きま せん 。 そう する と マイ ンド が 、 ナス ト を 取り こん で 、 そ れ 
を コン トロ ー ル し よう と し た が り ま す 。 で も 、 そ れ は で きま せん 。 


あな た の 、 た と えば 、 金銭 的 な 状況 に は 、 解決 策 が あり ます 。 あ 
な た は 解決 策 を 思い つこ うと し て 、 頭 の 中 を 巴 け ずり 回 っ て いま 
す 。 解決 策 は た だ 、 そこ に は な か っ た こと に ぴっ くり し た こと は 
あり ませ ん か ? あな た は 、 人間 関 係 に つい て の 解決 策 を 見 出 そ 
うと 、 頭 の な か を 和 過 け ずり 回 り 、 あな た が 一 緒 に いる 夫 の 、 あ の 
べっとり と 覆い か ぶさ る も の を 何と か し よう と し ます が 、 で も 、 
それ を 手放す こと は で きま せん 。 解決 策 は そこ に は 決し て な い の 
で 、 あ な た は 問題 の な か で 、 続 け て いき ます 。 


解決 策 は あり ます 。 解決 策 は あり ます 。 も う 、 簡単 な ボタ ン を 押 
す 時 で す 。( リ ンダ が 、 手 の な か に 持っ て いる ボタ ン を 押す 。「 箇 
単 だ ! 」 と 言う ) ほらね?! ( 笑 ) ナス ト は 、 大 きく て 簡単 
な ボタ ン の よう な も の で す 。 で も 、 まず 、 問題 を 手放さ な けれ ば 
な り ま せん 。 問題 を 手放さ な けれ ば な り ま せん 。 本 当 は 問題 な ど 
な く 、 た だ 、 まだ 解決 策 が な い だ け だ 、 と いう の を 自分 自身 に 認 
め な けれ ば な り ま せん 。 そ れ が どの よう に 働く か 、 分 か り ま す 
か ? 本 当 に 、 問 題 と いう の は あり ませ ん 。 あ な た の 健康 に 、 問 
題 は あり ませ ん 一 まだ 、 解決 策 が な い だ け で す ! ( 笑 ) あ 
な た が 体験 し て いる ひと つの 状況 が あり 、 ひ と つの 体験 が あり ま 
す が 、 ま だ 、 解 決 策 を 入っ て 来 さ せ て いな い だ け で す 。 そ れ は 、 
ナス ト を 通じ て 入っ て 来 ま す 。 精神 的 な も の で は あり ませ ん 。 も 
が き 苦 し むこ と で は あり ませ ん 。 


さて 、 いわ ゆる 物事 を 精神 的 な や り 方 で 解明 する こと と 、 本 当 の 


ナス ト の 解決 策 の 間 に は 、 違い が あり ます 。 精神 的 な も の は こう 
で す 。 あな た は 苦労 を 感じ ます 。 マイ ンド が 駆け ずり 回 る の を 感 
じ ま す 。 自分 が 、 様々 な た くさ ん の 可能 性 や シナ リオ を 眺め て い 
る の を 感じ ます 。 怖 れ や 確信 の な さ を 感じ ます 。 まる で 、 間 の な 
か で むやみ に 選別 し た り 、 引 き 出し て いる か の よう に 思え ます 。 
あな た を 傷つけ な い 何 か を 思い つけ る よう に 、 た だ 、 神 に 願い を 
か ける わけ で す 。 それ は 、 精神 的 な も の で す 。 解明 し よう と する 
の は 、 精神 的 な も の で す 。 そし て ご 存 知 の よう に 、 前 に も 言い ま 
し た が 、 マイ ンド は 究極 に は 、 解明 し た く は な い の で す 。 な ぜ な 
ら 、 そ うす る と 、 何 も す る こと が な く な る か ら で す 。 退屈 に な る 
だ ろう 、 と か 、 そ の よう に マイ ンド は 考え ます 。 その よう に マイ 
ンド は 考え ます 。 


で すか ら 、 あ な た は 、 問題 を 手放し ます 。 あな た は 本 当 の 意味 で 
は 、 健 康 に 問題 な ど 、 何 も な い の だ 、 と 自分 に 言い 聞か せま す 。 
た だ 、 体験 し て いる だ け な の で す 。 そし て 、 あ な た は 深呼吸 を し 
て 、 ナス ト に 一 解決 策 に 道 を 譲り ます 。 それ に 道 を 譲る の で 
す 。 ある 意味 、 自分 を 空 (か ら ) に し ます 。 あな た 独自 の 安全 で 、 
聖なる 空間 を 創り ます 。 ゲス ト に 備え て 、 家 を 掃除 し ます 。 ゲス 
ト と は 、 ナ スト の こと で す が 、 そ し て 、 そ れ を 手放し ます 。 


ナス ト は 美しい エネ ルギー で あり 、 あな た の も の で あり 、 あな た 
だ け の も の で す 。 私 た ちか ら 来 る も の で は あり ませ ん 。 スピ リッ 
ト か ら 来 る も の で は あり ませ ん 。 あ な た の も の で す 。 ナ スト は 、 
穏やか に 、 優雅 に (グレ ー ス と と も に ) 入っ て 来 ま す 。 簡単 に 入 
っ て 来 ま す 。 も し か する と それ は 、 いち ば ん ふさ わし い 時 に 入っ 
て 来る か も し れ ま せん 。 その 瞬間 で は な いか も し れ ま せん 。 あな 
た が 存在 する その 瞬間 に 、 即座 に で は な いか も し れ ま せん 。 な ぜ 
な ら 、 ナス ト は 、 他 の 領域 で エネ ルギー を 集め る こと が ある か ら 
で す 。 ナス ト は 、 そ れ を 起こ す 、 まさ に ぴっ た り の エネ ルギー と 
波動 、 環 境 の レベ ル を 待つ こと が ある か ら で す 。 


けれ ども 、 ナス ト が 入っ て 来る と 、 解決 策 が 入っ て 来 ま す 。 あな 
た は この 、 信 じ ら れ な いよ うな 創造 的 な ノウ イン グ ネ ス を 持つ こ 
と に な り ま す 。 た だ 、 知る こと に な り ま す 。 そ の 瞬間 、 そ の 場 で 
他 の 人 た ち に 説明 し よう と し て も 、 それ は と て も 難し いで し ょ う 。 
な ぜ な ら 、 そ れ は 、 創 造 的 な ノウ イン グ ネ ス だ か ら で す 。 そ れ は 、 

「 は は あ (Aha) 」 な の で す 。 暖か く 、 黄金 の も の で す 。 それ は 、 
質問 の 前 の 答 で す 。 


それ は あな た の 人 生 に 入っ て 来 ま す 。 え え 、 最初 の うち は 、 マイ 
ンド が 飛び こん で 来 て 、 分 析 し よう と し 始め た り 、 細か く 分 けた 
り 、 チャ レン ジ し よう と する か も し れ ま せん が 、 た だ 、 深呼吸 を 
する の で す 。 つま り 、 マ イン ド は 、 ナス ト に 慣れ て きま す 。 ナス 
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ト の 親友 に な り ま す 。 ナス ト が 大 好き に な り ま す 。 な ぜ な ら 、 そ 
れ は 、 マ イン ド か ら 古 い 重 荷 を 、 責任 の 多く を 取り 除い て くれ る 
か ら で す 。 ち な み に 、 マ イン ド が 退屈 する こと は な く な り ま す 。 
な ぜ な ら 、 新 し い レ ベル の 一 まっ た く 新 し い レ ベル の 人 生体 
験 が 一 あな た の も と に や っ て 来 て 、 も と も と 得意 な こと に マ 
イン ド は 忙殺 され る こと に な る か ら で す 。 つま り 、 情報 を 蓄え た 
り 、 物理 的 な 3 次 元 の 世界 で あな た を 導い た り 、 適切 な 時 に 情報 
を 保持 し た り 、 も た ら す 、 と いう よう な こと で す 。 


ナス ト が 、 解決 策 で す 。 そし て それ が 入っ て 来る と 、 ど うす れ ば 
良い の か 、 た だ 、 あな た に は 分 か り ま す 。 どうやって や れ ば 良い 
の か 、 た だ 、 分 か り ま す 。 な ぜ 、 自 分 が 知っ て いる の か で すら 、 
知る こと は な いで し ょ う 。 詳細 を 知る こと は あり ませ ん 。 結果 す 
ら 、 知る こと は あり ませ ん 。 で も 、 そ の よう な こと を 知る 必要 は 
な いと いう の が 、 あ な た に は 分 か る で し ょ う 。 それ は 、 た だ 、 そ 
うな の で す 。 


マイ ンド が 、 あな た に 感謝 する こと に な る で し ょ う 。 あな た の マ 
イン ド は 、 まっ た く 新 し いや り 方 で あな た を 愛す よう に な り 、 あ 
な た は 失っ て きた 記憶 の いく つか を 、 取り 戻し 始め ます 。 マイ ン 
ド は 、 新しい 友人 を 、 仲間 を 持て た こと に と て も 感謝 し ます 。 一 
緒 に 遊べ る 人 が で きた こと に 。 あ な た の マイ ンド は 、 ず いぶ ん 、 
孤独 だ っ た の で は な いで し ょ うか 、 そこ に ひと りき り で いて 、 自 
ら の 小さ な 、 制限 され た 現実 を 創造 する こと に 。 友人 が 持て る の 
は と て も うれ し いこ と で し ょ う 。 トバ イア ス が 昨日 、 ナ スト は 「 イ 
ン ナ ー・ チ ャ イル ド (内 な る 子供 ) 」 の よう な も の だ 、 と 言っ た 
の は 、 そ れ が 理由 で す 。 そ れ は 、 マ イン ド の 遊び 友達 な の で す 。 


あな た 方 の 多く の 方 が 、 自分 は 問題 を 抱え て いる 、 と 思っ て いる 
の は 知っ て いま す 。 今日 は 、 特別 な 援助 を 頼ん で いま す 。 私 た ち 
は その よう な 問題 を 梱包 し て 、 送 り 出 し て し まい ます 。 私 は 実際 、 
ある 種 の 、 天界 の ゴミ 収集 車 の 協力 を 求め て 、 入っ て 来 て も らい 
( 笑 ) 、 バ ッ ク し て ・・・ ええ 、 そ う で すね 、 ち ょ っ と 、 臭い 
ます が 。 あ な た 方 の も の を 、 し ば らく 、 た め 込 ん で きま し た か ら 。 

私 は 、 と て も 適切 な こと だ と 思い ます が 、 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン 
に ドラ イ バ ー に な っ て も らい まし た 。 ( 笑 ) 、 彼 に と て も 、 ぴ っ 
た り の 仕事 だ と 思い ます ね 、 これ まで 私 が 受け た 扱い を 考え る と 。 
( 笑 ) 


私 た ち は 少 々 、 天 国 の よう な ハー ブ プ の 音楽 に 伴奏 を つけ て も らい 
た いと 思い ます 。 これ は 、 活性 化 で は あり ませ ん 。 誘導 明 想 で は 
あり ませ ん 。 ( 笑 ) これ は 、 あ な た が た くさ ん の 、 他 の 多く の 
ー 世界 中 の シャ ー ン ブラ た ちと と も に や っ て いく 、 個人 的 な 体 
験 で す 。 で は 、 た っ た 今 、 ひ と つ 、 問 題 を 選ん で 下さ い 。 ど ん な 


問題 で も 構い ませ ん 。 問 題 を 選ぶ こと を 、 問 題 に し な いで 下さ 
い ! ( 笑 ) 何で も 構い ませ ん ! 


で は 、 問 題 を 選ん で 下さ い 。 どん な 問題 で も 好き な も の を ひと つ 。 


最大 の も の で ある 必要 は あり ませ ん 。 最も 深刻 な も の で ある 必要 


も あり ませ ん 。 た だ 、 ひ と つ 、 間 題 を 選ん で 下さ い 。 


トラ ッ ク が 今 、 バ ッ ク し て 来 ま す ・・・ 


深呼吸 を し て 下さ い ・・・ 


あな た の 手 の な か に 、 そ の 問題 を 持っ て くだ さい 。 両手 で カッ プ 
の 形 に し て 下さ い 。 


その 問題 を 、 あな た の 第 3 の 目 で 見 て 下さ い 。 あま 、 分 析 す る の 


は や め て 下さ い ! た だ 、 見 て 下さ い 。 
さて 、 深 く 匂 い を 嘆い で ・・・ その 匂い で す ・・・ そし て 、 


トラ ッ ク の 後ろ に た だ 、 投げ こん で 下さ い ! 


手放せ ます 。 あな た に は 手放せ ます 。 手放し て 下さ い 、 そ うし な 


けれ ば 、 私 が あな た か ら 取 り 上 げ ま す よ ! ( 笑 ) 手放し て 下さ 
い ! 
そう で す ・・・ ずっ と いい で す 。 あ あ 、 何 て バカ な 、 自 分 た ち 


の 問題 に し が みつ いて いる バカ な 人 間 た ち 。 彼ら は こう 思い ます 。 
「 問 題 が な か っ た ら 、 私 は どう な る ん だ ろう ?」 


深呼吸 を し て 下さ い 。 
内 に 入り 、 別 の 問題 を みつ け て 下さ い 。 何で も いい で す 。 何で も 
ー 構い ませ ん 。 今回 は 、 それ を 右手 に 置い て 下さ い 。 右手 の 掌 


を 上 に し て 下さ い ・・・ どん な 問題 で も 構い ませ ん 。 


た だ 、 そ の 問題 を みつ め て 下さ い 。 それ は 、 本 当 に あな た の 役 に 
立ち まし た か る? 


それ は 本 当 に それ ほど 重要 で し た か ? 


手放す 準備 が で き て いま すか ? 


深呼吸 を し て 下さ い ・・・ そし て 、 ゴ ミ 収 集 車 の 後ろ に 、 息 を 


吐き 出し て 入れ て 下さ い 。 (クツ ミ は 息 を 吐き 出し 、 ハー ブ の 音 
楽 が それ に 合わ せ て 演奏 され て いる の で 、 く すく す 笑 う ) 何で 
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し た 、 ハ ー プ で すか ? も う 一 度 、 や っ て み ま し ょ う 。 も う 一 度 、 
吐き 出し ます ・・・ (クツ ミ は 、 ハー プ に 合わ せ て 、 再び 、 息 
を 吐き 出す ) 素晴らし い ! ( 笑 ) 


さて 、 シャ ー ン ブラ の 皆さん 、 あな た が 問題 を 手放す と ・・・ え 
え 、 あ な た に は それ が で きま すし 、 こ れ く らい 馬鹿 げた こと で 
す ・・・ この よう な 問題 を 手放せ ば 、 ナ スト が 入っ て くる こと 
の で きる 、 あ る 種 の 神聖 な 空間 が 、 真空 が 、 創り 出さ れ ま す 。 解 
決 策 が 。 そ し て ここ に は 、 興味 深い も の が あり ます 。 あな た は ナ 
スト が ・・・ そ れ は 創造 的 な 解決 策 と 私 は 言い ます が 、 そ れ が 、 
た っ た 今 、 手放し た 問題 と は 何 の 関係 も な いこ と を 、 あな た は 発 
見 する で し ょ う 。 


つま り 、 あな た は 、1 対 1 の 関係 を 求め て いま す 。 問題 を 抱え て 
いま す 。 あな た は それ を 手放し 、 ナス ト が 、 その 問題 に 解決 策 を 
与 る の だ と 思い ます 。 で も 、「 新 し い エ ネル ギー」 で は 、 ナス ト 
は 、 違い ます 。 私 た ち は 、 違う レベ ル へ 移り ます 。 ナス ト が 入っ 
て 来る と 、 何より も 、 そ の 問題 は 、 本 当 は 問題 で は な か っ た こと 
に 、 あ な た は 気づき ます 。 それ は 決し て 、 直線 的 な 解決 策 は 必要 
な か っ た の で す 。 た だ 、 その 空間 を 違う エネ ルギー が 占め る 必要 
が あっ た だ け で し た 。 


これ が 、「 新 し い エ ネル ギー」 の 物理 学 で す 、 シ ャ ー ン ブラ の 皆 
さん 、 そ れ は 実に 美しく 、 実に シン プル で す 。 問題 は 決し て 、 存 
在 し ませ ん で し た 。 た だ 、 エネ ルギー 的 な 空間 を 占め て いた だ け 
で す 。 ナス ト が 、 創造 的 な 解決 策 が 入っ て 来る と 、 あ な た が 考え 
て いた よう な 形 で は 、 問題 は 決し て 存在 し て いな か っ た こと に 気 
づく の で す 。 


これ は 少々 、 理解 し が た いこ と で ある の は 、 難問 な の は 、 私 に も 
分 か り ま す 。 で も 、 昨日 、 ト バイ アス が 言っ た よう に 、 ナス ト は 
ある 意味 で 、 パラ ドッ クス で す 。 と いう の は 、 あな た が リア ル だ 
と 思っ て いた こと が 、 無 に な る か ら で す 。 あな た が 問題 と し て 見 
な し て いた も の に 、 解 決 策 な ど 、 ま っ た く 必 要 あ り ま せん で し た 。 
あな た の 内 側 で 、 エ ネル ギー が 占領 する の が 重要 な こと だ と あな 
た が 思っ て いた も の が 、 別 の エネ ルギー を 、 も っ と ずっ と 美しい 、 
拡がり の ある エネ ルギー が 入っ て 来る よう に させ て くれ る の で 
す 。 


で は 、 も う ひ と つ 、 問 題 を 選ん で 下さ い 。 も う ひ と つ 、 問題 を 選 
ん で 下さ い 。 


深呼吸 し て 下さ い ・・・ 


な か に は 、 た くさ ん の 問題 を 選ん だ 人 も いま す が 、 で も 、 いい で 
し よう 。 


さて 、 そ れ を 床 の 上 に 置い て 下さ い 、 右 足 の 前 に 。 


深呼吸 を し て 、 サッ カー 選手 に な っ て 、 ト ラッ ク の 後ろ に 、 蹴り 
入れ て 下さ い ! ここ で は 、 頭 突き は ダメ で す よ ! ( 笑 ) 


シャ ー ン ブラ の 皆さん 、 そ れ は と て も シン プル で す 。 た だ 、 デイ ・ 
ウー ン ・ ナ スト が 入っ て 来れ る 空間 を 作れ ば 良い だ け で す 。 する 
と 、 あな た は 、 本 当 は 問題 な ど 抱 えて いな か っ た こと に 気づき ま 
す 。 た だ 、 バ カ み た い に 退 屈し て いた だ け で す 。 


ここ で 少々 、 違 う 話題 に 移り ます が 、 トバ イア ス は 、 私 、 ク ツ ミ ・ 
ラル ・ シ ン に 、「 ク リム ゾン ・ サ ー ク ル ・ エ ナジ ー・ カ ン パ ニー」 
の 役員 に な る よう に 依頼 し て きま し た ・・・ ( 笑 、 そ し て 聴衆 
拍手 ) それ は 、b-o-a-r-d で す 、 ( 注 : board nember、 役 員 
「 退 屈し た 」 と いう bored と 区 別して いる と 思わ れる ) いい で 
すか ! ( 笑 ) Board で す ・・・ (クツ ミ は くす くす 笑っ て い 
る ) 役員 に な っ て 、 あ な た 方 と 、 コ ミュ ニケ ーション の 声 と し 
て ワー ク す る よう に と 言わ れ ま し た 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 あ な た 方 1 人 ひと り の 方 に 、 教 師 と し て 、 
極め て 重要 な も の で す 。 シン プル に 、 クリ アー に コミ ュ ニ ケー ト 
する 能力 は 、 本 当 に と て も 重要 で す 。 私 が 地球 上 の 生涯 で 学ん だ 
こと の ひと つ は 、 極め て シン プル に する こと で す 、 言 葉 を 少な く 
する こと で す 。 


時 々 、 シ ャ ー ン ブラ の 皆さん 、 あな た は あら ゆる も の を 、 過剰 に 
表現 し た り 、 過度 に 説明 し た が る 傾向 が あり ます 。 それ は 、 自分 
が 理解 し て いる こと を 信頼 し て いな い 、 と いう マイ ンド の 機能 で 
す 。 そこ で あな た は 、 言葉 を 少な くし た り 、 文章 を 少な くす る 代 
わり に 、 何 時間 も 、 口 を 動か し て いま す 。 あな た が どう や っ て ク 
ライ アン ト を 失 く すか 、 気づい た こと が あり ます か ? ええ 、 彼 
ら が 、 あ な た が 伝え る 偉大 な 力 と エネ ルギー か ら 、 高位 の 天使 の 
領域 に 行っ て し まう わけ で は あり ませ ん 。 彼ら は 退屈 し て いる の 
で す ! シン プル に し て お いて 下さ い 、 手短 に し て 下さ い 。 


あな た は 今朝 、 声 の パワ ー に つい て 、 少 し 、 学 びました 。 それ は 、 
本 当 に た くさ ん の エネ ルギー を 携え て いま す 。 私 は 今日 、 こ こ で 
言葉 を あま り 使い ませ ん で し た が 、 そ れ で も 、 た くさ ん の も の が 、 
伝わり まし た 。 あな た も 、 同じ こと を する の で す 。 同じ こと が で 
きま す 。 言葉 を 少な くし て 下さ い 。 簡潔 に し て 、 シ ンプ ル に し て 
お いて 下さ い 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る 時 は 、 そ れ が クラ イア ント で あっ て も 、 
この よう に ステ ー ジ に 立っ て も 、 4 つの シン プル な アイ デア に と 
ど め て 下さ い 。 あな た 方 の な か に は 、 カバ ー し た いも の を 何 ペ ー 
ジ に も わた っ て 書く 人 が いま す 。 4 つの シン プル な ポイ ント で す 
ー それ だ け で す 一 その 1 つ ひ と つの ポイ ント が 、 ひ と つの 
フレ ー ズ か 、 1 文 く らい の 長 さ の も の で ある べき で す 。 


そし て 、 シ ンプ ル に し て お いて 下さ い 。 何 が 起こ る か と 言う と 、 
ナス ト が 、 あな た の 創造 的 な 本 質 が 入っ て 来 て 、 残り の も の を 満 
た す の で す 。 私 た ち は 、 た だ ひと つの フレ ー ズ を 、 ひと つの 文 だ 
け を 言い な さい 、 と 言っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 あな た が グ 
ルー プ の 前 で 、 ク ライ アン ト に 要点 を 説明 する 時 は 、 た だ 、4 つ 
の シン プル な ポイ ント を お さえ て 下さ い 、 と 言っ て いる の で す 。 
あな た は 、 あ ら ゆ る アイ デア を 、 フ レー ズ の すべ て を 、 言葉 の す 
べ て を 、 あら ゆる も の を 飲み こん で も ら お うと し て 、 多大 な 取り 
組み を し て きた の に 気づき ます 。 声 を 通し て 出 て 来る イン パク ト 
が な く な る の で す 。 


特に いわ ゆる 、 それ ほど 悟り に 達し て いな い 、 ス ピリ チュ アル で 
も な い ク ライ アン ト や 聴 素 で あっ て も 、 声 の 通常 の 周波 数 の 外側 
か ら や っ て 来る も の を 、 理解 する も の で す 。 あな た は 慕 大 な 量 の 
情報 を 、 エ ネル ギー を 、 愛 を 、 伝え て いま す 。 そ れ を すべ て 、 言 
葉 で 言う 必要 は あり ませ ん 。 


で すか ら 、 と て も 、 と て も シン プル に し て お いて 下さ い 。 そ し て 、 
良く 聞い て 下さ い 。 聞く こと は 、 アー ト で す 。 聞く こと は 、 神聖 
な も の で す 。 あな た が 聞け ば 聞く ほど 、 あな た は 自分 が と て も 制 
限 さ れ た レベ ル で 聞い て いた 一 ある い は 聞こ えて いた 一 
こと が 分 か り ま す 。 で も 、 あ な た が チャ ン ネ ル を 合わ せ て 、 ク ラ 
イア ント の 話 を 聞く と 、 彼ら の あら ゆる 部 分 に 、 本 当 に た くさ ん 
の こと が 進行 し て いる の で す 。 あ な た は 、 聴 衆 の 話 を 聞き ます 。 
すぐ に 明白 に は な ら な いよ うな 、 これ まで な ら 見 逃し て いた こと 
を 、 あ な た は 発見 する で し ょ う 。 


で すか ら 、 コ ミュ ニケ ー タ ー で ある の と 同じ よう に 、 あな た は リ 
スナ ー で も あり ます 。 と て も 簡潔 に し て お いて 下さ い 。 シン プル 
に し て お いて 下さ い 、。 少な い 言葉 で 。 


あな た 方 1 人 ひと り が 、 教師 で あり 、 コ ミュ ニケ ー タ ー で す 。 あ 
な た は 絵筆 を 使っ て コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る か も し れ ま せん 。 
話し 言葉 か も し れ ま せん 。 紙 に 書か れ た 言葉 か も し れ ま せん 。 で 
も 、「 新 し い エ ネル ギー」 に お いて は 、 そ の 簡潔 さ は 、 聖なる も 
の で ある こと を 、 あ な た は 学ぶ で し ょ う 。 簡潔 さ は 、 神 聖 で す 。 


シン プル に し て お いて 下さ い 。 簡 潔 に し て お いて 下さ い 。 す る と 、 
そう すれ ば 、 あな た が 精神 的 な プロ セス に 、 それ ほど 手 い っ ぱい 
で な けれ ば 、 ナ スト が 再び 、 入 っ て 来 ま す 。 そ し て 友人 と し て 、 
ナス ト は 、 そ の 瞬間 に 、 言 葉 で は 言い 表せ な い 形 で 、 そ こ を 埋め 、 
拡げ ます 。 


私 も また 、 簡潔 に し て お きま す 。 私 は 、 シ ャ ー ン ブラ と 一 緒 に ワ 
ー ク を 続け てい きま す 。 と り わ け 、 コ ミュ ニケ ーション の 分 野 で 。 
ユー モア を 伴う コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 ク ラリ ティ を 伴う コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 、 ハ ー ト に 触れ る コミ ュ ニ ケー ショ ン で す 。 


そし て 、 今 、 あ な た に は お 分 か り で す 。 


ナマ ステ 。 


translator: mayumi ( 林 上 眞弓) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ コー ルデン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト ww. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ャ ー ン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情 報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
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の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を せ す る こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 さ せ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2006 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 
私 書 箱 7328 メー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 


